







その他のタイトル In the Pursuit of Laughter :
laughter-in-interaction at a rakugo

















{キーワード)落語笑い ボケ ツッコミ 会話分析
In the Pursuit of Laughter: laughter-irトinteraction
at a rakugo performance for foreign students 
BUSHNELL Cade 
(Abstract] The present study uses conversation analysis to examine when and how 
audience laughter occurs in a rakugo performance for foreign students. In the case 
of my data， the pattern of boke+tukkomi (“goofiness + straight response") is given 
and used as a search frame for the audience to discover laughter-relevant spots 
within the rakugo performer's talk. The analysis shows that when appropriate 
laughter is submitted in a laughter-relevant spot， the participants can smoothly move 
to sequence closure. However， when no such laugher is submitted， the rakugo 
performer can pursue laughter， thereby expanding the sequence. In such cases， it
was found that the performer often 0在日~ed explanations. In this way， the absence of 
appropriate laughter may be treated by the participants as a problem of understanding. 
Drawing upon Sacks' (1989) analysis of the organization of a joke' s tel1ing in 
American English， 1 consider the relationship between doing laughing and claiming 
an understanding of the laughable item. 
(Keywords] rakugo， laughter， boke， tsukkomi， conversation analysis 
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と考えられているほrashen，1981， 1985; Schmidt， 1990など参照)。
「笑うJ という行為に関連する先行研究を見ると、まず日常会話などにおける笑いの社
会的組織化を見たジェファソンらによる研究が挙げられる(Je在erson，Sacks， & Scheglo包












2011 ; Wells & Bull， 2007;岡本， 2009など)はあるものの、パフォーマンスにおける笑い
の社会的組織化を綿密に分析した研究は、管見の限り、ないようである。また、近年、第




































































ボケとツッコミ A(3)4:59 V21:27 
1 . R: ボ土っていうのは， (0.2) うん，あ-J~鹿なことを言う，>これがボケ<
2. ですね， .hそれについて>飼を馬鹿なこと言ってるん左.< (0.2) 
3. と言うの主ツッユミというんですけれども， .hhh 
( (1こj=IUl各:約27秒→ 東京ではボケの後に笑うということを説明))
4. R: ところが大阪はどこで笑うんかといったらこのおもしろいことを言った
5. ときに笑わなし¥ • hhこのあとに三つ:こんだときに笑{うんです。
6. Ps: [( (静かに笑ったり、
領いたりする)) 
( (中 1告:約81秒→ ツッコミの後に笑う理由の説明)) 
7. R:このボケとツッコミでできあがってるというお話をまず開いてもらいたい
8. と思います。
以下の分析で特に焦点を当てたいのは、 1 -3行目である。 1行自では、落語家が「ボ
ケJ を主題化し、 0.2秒の間合いの後、それが「馬鹿なことを言う lJ と説明している。そ









そして、断片 1の動画を見ると、 1 --2行自の発話に伴う身体的表現によっても「ボケJ
と「ツッコミ」を区別し、「ツッコミJをする持の身体的動作の特徴を観客に実際に示し
ているということが分かる。
図1 罵鹿なことを言う>これがボケくで、すね， 図2 >何を罵鹿なこと言ってるんだ:.<
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観客の場合、 Psで、示す。 トランスクリプトの他の記号に関しては、付録 1を参照されたい。
2 けちんぼ A(5)8:04 V24:40 S05 8:20 
1 . Rl: そやけどあんた， .hhな..左と (0.2)た..左ゃったら .h
2. ひらがなで書いたらちょっとの違いやで .h1杯ぐらい
3. おごりいな:..hhけちんぼ
4. R2: =n >#誰がけちん[ぼや.#<
5. Ps: [HAH HAH HAH HEH heh heh 0 heh heh heh。

















R: おごりい回 国 けちん固.=n>咽が回ちん[ぼや#<
Ps: i 1 1 1 1 [HAH HAH HAH I 
図3 A B C D E 
3行白では、喜六の「おごりいな:Jという台詞を発話する。これに伴って、落語家が
右手で杯を持っているような手振りを見せる。そして、これを、「な:Jの部分を発しなが
ら下し始める(図 3A)。次に r.hhJ と患を吸うとき、口を閉じずに半開きにしたまま、 ヒ
半身をおへと乗り出し始める(図 3B)。このような身体動作によって、これからも発話を
し続けることが観察可能になる。そして、右手を完全に膝まで下ろし終わると同時に、上
半身をさらに右の方へ移動させ、「けちんぼ」を産出する(図 3C) 0 rけちんぼj の「ぼj
を発するなり、首と身体の向きを大きく変えながら rn誰がj を産出し、向きの変化が
終了するとともに「けちんぼやj を産出する(図 3D、E)。






































4. R:!: =n #誰がけちん[ぼや.#







筑波大学留学生センタ一 日本語教育論集 第29号 (20].1)
とが分かる。そして、重なりの在り方を見ると、観客が笑いを産出していることが十分確
認可能な時点で、その発話は始まっている。そして、落語家は実質的な語集項呂からでは
















4 なれなれしい A315:39 V15:56 
10. R，: あさょうか:eheh .hわたいもあんたのこと
11. 知りまへんね:ん..hhさいなら=
12. R3: ご>#あな:んや:あれ[は.子学<
13. Ps: [HAH HAH五AH[HEH heh heh heh 

























5 五つ六つにしか見えへん(簡略版) A 12 : 56 A3 13: 01 V29: 22 
1 . R1: .hhほなとおぐらいやったらとお::? .hehとはお若こう見える，
2. .hどう見てもいつつむっつとこないなりまんの?
3. R2: #あほ iiかし¥(h)なお[え..子学





9. Ps: [HAH HAH [HAH HAH heh heh [heh 
10. R 1: [し、や[子供はおごって
11. くれまへんけどね.，横手についてる親が喜んで飲ましてくれますやろ?
1 ~ 2行目では喜六が、 10才ぐらいの子どもを褒める場合でも、前に教わった褒め方を
踏まえ、実年齢より数年若く見えると言えばいいかと開いている。このような推論を甚兵
衛が 3行自の 1#あほ iiかい (h)なおえ:. #J と径めるとき、上の断片で見てきたよう
な「ボケ+ツッコミj が観察可能となる。ところが、 4行自の笑いというのは、数人の観
客による音量の小さな笑いである。ここでの笑いの音量は、上の断片 3第 5行自および断
片 4第13行目、または断片 5第 9行目と対比して、著しく小さい。落語家自身に付けてい
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A 断片5(3， 4行自) B断片5(8， 9行自) c断片4(12， 13行巨) D断片3(4， 5行自)




















6 今の奴や A 16 : 18 V32: 37 




5 . (0.9) 
6. Rz: なんやなちょいちょいと.• 
7 . (0.3) 
8. R1: ちょいちょい? (0.2) .hあんたどっかで会いましたな.• 
9 . (0.4) 
10. R:~: >#今ここでおうたがな:#<=
11. R1: =>子学あ今のやつやこれ(h).#<[.hhhh 
12. Ps: [( (笑顔、もしくは静かに笑う)) 
13. Rl: >#あ[:か:んわこれ.#くこ
14. Ps: [( (笑顔、もしくは静かに笑う)) 
15.R1: =[半へ三>慌てておんなじゃっに[爵いてんねやこれなh.<干
16. Ps: [heh heh heh heh [HAH HAH HAH HAH 
17. HA狂 [HAHhah hah hah 





































































































笑 し、 の :ilヨ 求
Cが笑い始めている。
7 けちん坊(断片2の完全版)






7 . Ps: 
そやけどあんた， .hhな..だと (0.2) た..だゃったら .h
ひらがなで書いたらちょっとの違いやで .h 1杯ぐらい
おご[りいな:..hhけちんぼ.
[heh heh heh [-heh heh 
[-heh heh heh 
=n >#誰がけ[ちんぼや.子学<




























もう一つの例を篠認しておこう。 断片 8は断片 7より若干複雑であり、最初の「ツッコ
ミj の前の「ボケj の途中と、大きな向時多発的な笑いを追求する 2IEIEIの「ツッコミJ
の前置き的な説明の途中に、何人かの?観客が早めにかつ最初に笑っている例である。
8 五つ六つにしか見えへん A12:56 A3 13:01 V29:22 





[eheh heh [heh 
6. R2: #あほ iiかし¥(h)なお[え:.# 




9 . 10歳ぐらいの子供をほめてやで、:.h iおっちゃん嬉しい
10. こと言うてくれるなh<.お酒おごりま[ひょうか↓って
11.→C: [eheh heh heh 
12. R2: #おごって[くれるかお前..子学
13. Ps: [HAH HAH [HAH HAH heh heh [heh 
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